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1　研究目的
　ケアマネジャー（介護支援専門員）は，介護福祉士や社会福祉士，看護師，栄養士など厚生労働省
令に定める様々な実務経験を有する人たちで構成される専門職である。近年その専門性の向上をはか
るため，資格の更新制度や研修体制の充実が進められてきた。しかし労働環境が厳しさを増す中で，
バーンアウトや有資格者の潜在化などの問題も深刻化している。こうした状況を鑑み，県立広島大学
は文部科学省の「社会人の学び直しニーズ対応教育プログラム」選定事業（平成19年度～平成21年
度）を受託し，『ケアマネジャー（介護支援専門員）を対象とした再就職支援教育プログラム及びス
キルアップ講座』を実施した。本報告では，この教育プログラムの充実のため行った現任者を対象と
した聴き取り調査の結果を基に，ケアマネジャーの研修ニーズの変化について述べる。
2　研究方法
　2009 年 3 月～ 2010 年 1 月に，広島県及び香川県で現任のケアマネジャー計 32 人（広島県 16 人，
香川県 16 人）を対象とした聴き取り調査を実施した。調査対象者は，基礎資格や実務経験年数，勤
務する地域等が偏らないよう配慮して，調査の主旨に理解と協力を得られる現任者を選定し，香川県
では，（財）かがわ健康福祉機構の協力を得て行った。聴き取りは半構造化面接により，勤務先の会
議室などで行った。主な調査項目には，①業務を行う上で不足を感じる知識・技術，②支援困難事例
の問題，③医療依存度の高い利用者を支援する際に不足を感じている知識・技術，④受講を希望する
研修の内容･日程等，⑤基礎資格の学び（専門分野の知識）で業務に役立っている点又は不十分と考
えている点等を設定し，その回答を KJ 法により分析した。
　調査対象者には，調査の主旨を事前に説明し同意を得たうえで，聴き取りを行っている。また調査
結果は回答者が特定されないよう処理することを伝えており，匿名性を確保した。
3　結果と考察
　調査の結果，ケアマネジャーはその職に就いた当初は，実務的な能力を身につける必要に迫られ，
またその基礎資格により医療や福祉制度等についての知識・技術の不足を強く意識することになるが，
その不足は必ずしも業務上の困難に直結するものとなっていないことを確認した。この基礎資格によ
る研修ニーズの差異は，経験年数が長くなるにつれ小さくなっていた。また，ケアマネジャーとして
の意識は，実務経験を重ねてゆく中で除々に形成されると考えられるが，主任介護支援専門員研修の
受講者には，さらに相談援助の専門職であるソーシャルワーカーに近い意識を有する人たちの存在が
あった。この人たちには，利用者の抱える多様な問題に対応するためには，ケアプラン作成にとどま
らず，介護保険以外の福祉制度やコミュニティワーク，社会資源開発等の社会福祉援助技術や，社会
福祉の価値・倫理などの理解が必要であるという考えがあった。こうした傾向は，社会福祉士等相談
援助の専門職を基礎資格とする人には自然なことと言えるが，看護職等医療の基礎資格を有する人た
ちにも，同様の意識が形成されていることを確認した。ケアマネジャーには，近年地域包括ケアの担
い手として，また地域を支えるコミュニティソーシャルワーカーとしての役割が期待されている。本
調査はごく限られた数の現任者を対象としたものであるが，一定の経験を有する現任者の中には，基
礎資格を問わずこうした役割に対応する意識が形成されつつあることがうかがわれた。
